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HAGATOIu
1994年10月17日(月)～22日(土)の一週 間にわた って催 された 「日本研究 ・京都会議」(Kyoto
ConferenceonJapaneseStudies)の報告論文 集 を、会議か ら一年半後の今 日、 ようや く刊行す
るはこび とな った。
第一 日の大江健 三郎 、MariusB.Jansen両 氏 による記念講演 か ら始 まって、最終 日(10月21日)
の源了 圓氏 を座 長 とす るシ ンポ ジウム と梅原 猛前所長 の講演 にいたるまで、内外 か らの約670名
の参加者 によって、総計約290の 研究発表 と討 議が さまざまのかたちで展開 された会議であった。
会議の組織 委員、実行委員 として、 また報告者 、座長 、討論者 と して会議 に参加 し、熱意 をもっ
て これ を盛 りあげて くれた皆 さまと、会議の裏方 として綿密で円滑な運営 に当って くれた 日文研








1)原 則 として、提出された原稿どおりに印刷 した。
2)1995年 度内に報告集完成の必要があるため、作業期間が制限され、原則として著者校正は行
わなかった。
3)明 らかに ミスタイプと思われる箇所は編集委員会において校訂 した。







1)日 文研が作成 した中目次においては、執筆者名はそれぞれの国の慣習に従 って表記 した(例
1-21
えば、欧米人であれば 「名 ・姓」の順、日本人であれば 「姓 ・名」の順)。







彷彿 として喚起 させ、今後の国際的な日本研究のさらなる発展をうながす一契機 ともなることを、
心から願 っている。
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